
講 話 予 定

９月２２日（木）
休会

９月２９日（木）
石川県体育協会専務理事　柱山嗣廣氏

１０月６日（木）
会員　寺岡健一君

　　４日（木）納涼例会       　　　　　　　　　　白糸川床にて
　１１日（木）　ガバナー公式訪問       　　　　　　 松魚亭にて
　１８日（木）　８月定例理事会                                    松魚亭にて

   ８月クラブ日誌

「春日山窯図」　
春日山窯は、加賀藩が文化年間京都より青木木米を招聘し、その指導のもと、卯辰山に九谷焼を再興するために築窯
されました。
当クラブの例会場も同じ卯辰山の地にあるという繋がりで、今年度は「春日山窯図」を年間通しの表紙とします。
さらに別ページで、春日山窯を含む金沢の工芸の流れを受け継ぐため創られた卯辰山工芸工房の収蔵品を始めとして
順次この地区にゆかりのものを紹介して行きます。

１． 講　話
　会員　野村千秋君
　「元気創造」
２．出　欠
　出席　２９名　　欠席　２３名　　出席率　５８．０％
　ビジター　１名
３． 来訪者（敬称略）
　香林坊ＲＣ　　池田義則
４． 皆出席顕彰（敬称略）
　３９ヵ年　　大村精二
　３５ヵ年　　木下和吉
５．お誕生日祝い（敬称略）
　　　    　　         １日　　濱井弘利　　　　８日　　中村實博
　　　  １５日　　大村精二　 　　 ２２日　　佐賀　務
６．ご結婚記念日祝い（敬称略）
                　  １５日　　森　　大
７．ニコニコボックス
　木下君、中村（芳）君、畠君
　　　　　野村会員のお話を、楽しみにしています。　
    野村君   　本日、お話をさせて頂きます。宜しくお願い致します。
　大村君      健康で３９ヵ年皆出席顕彰を受けることができました。

　有難うございます。
　木下君      お陰さまで３５ヵ年皆出席顕彰を受けることができまし

　た。　感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　合計２４，０００円（累計１３６，５００円）

　第1809回例会　
　 ９月１日（木）晴れ　12：30 ～ 13：30　      松魚亭

１． 講　話
　金沢百万石ＲＣ米山奨学生　李　暁燕　氏　
　「異文化コミュニケーションのための日本語教育」
２．出　欠
　出席　２９名　　欠席　２１名　　
    出席率　５８．０％
　ビジター　１名
３．ニコニコボックス　
　百万石ＲＣ　木場紀子君
　　　　　 今日は米山奨学生の、
                    李暁燕さんをお連れ
                    しました。宜しくお願いします。
　木下君、中村（芳）君
　　　　　 金沢百万石ＲＣ米山奨学生の、李暁燕さんをお迎えし

て。　　　　　
    魚住君   　木場紀子さんをお迎えして。
　　　　　　　　　　　　　　　　　合計６，５００円（累計１１２，５００円）

　第1808回例会　
    ８月２５日（木）雨のち曇り　12：30 ～ 13：30　松魚亭

３．来訪者（敬称略）
　金沢東ＲＣ　　　二木克明
　百万石ＲＣ　　　川きみよ
４．幹事報告
　・例会終了後、理事会開催
５．ニコニコボックス
　玉田君、中村（芳）君
　　　　　花岡美智子氏のお話を
                    楽しみにしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　合計２，０００円（累計１３８，５００円）

　第1810回例会　
　 ９月８日（木）晴れ　12：30 ～ 13：30　      松魚亭

   理　事　会　報　告
  　　　　　  平成２３年９月８日（木）出席者　１３名

◆審議事項
　①金沢大学基金の件
　②職場訪問の件
 　　１１月１７日（木）くらしの博物館
　③事務局移転の件
　④さとう宗幸チャリティコンサートの件　９月２５日（日）
◆その他
　①ＣＬＰ委員会報告　委員長に安宅会員を任命

１．講　話
　いしかわ総合スポーツセンター　
　スポーツ科学課主任研究員　花岡美智子　氏
　「身体の若返りとは？」
２．出　欠
　出席　３７名　　欠席　１５名　　出席率　７４．０％
　ビジター　２名

   9・10月の例会変更のご案内

……………………金沢ＲＣ……………………
１０月１２日（水）１８：００～ ホテル日航金沢 「観月の宴」
                １０月 ２６日（水）地区大会へ振替のため休会

……………………金沢東ＲＣ……………………
１０月３１日（月）地区大会へ振替のため休会
……………………金沢西ＲＣ……………………

９月９日（金）休会
１０月７日（金）１８：００～「和田屋」観月例会
１０月２８日（金）地区大会へ振替のため休会
……………………金沢南ＲＣ……………………

９月２０日（火）休会
１０月１１日（火）１８：３０～「つば甚」観月会
……………………金沢北ＲＣ……………………

９月２２日（木）休会
１０月２０日（木）１８：３０～「松魚亭」お月見夜間例会

１０月２７日（木）地区大会へ振替のため休会
      ……………………香林坊ＲＣ……………………

１０月３日（月）１８：３０～観月会
１０月３１日（月）地区大会へ振替のため休会
……………………みなとＲＣ……………………

９月２７日（火）→９月２５日（日）
１６：００～「さとう宗幸チャリティーコンサート」

１０月１１日（火）休会
……………………百万石ＲＣ……………………

９月２２日（木）休会

奉仕プロジェクト・会員開発委員会
合同炉辺会合
                                      出席者　１２名



大変お世話になっております。

オランダに来てすでに４ケ月が過ぎ、ようやくこちらでの生活に慣れ、悲惨だった英語も随分と良くなっ

た気がします。勉強の方も、英語に慣れたおかげで、以前より順調に進んでいます。

建築の分野は、国により随分と方法論や考え方が違い、その理解が大変ではありますが、とても刺激的

な毎日を過ごしております。留学前とは、随分と物事の捉え方に変化がある気がします。

写真は、オランダのロータリークラブでの発表や留学中の生活の様子です。

１． 講　話
　RI 第２６１０地区ガバナー　炭谷亮一君
　「ロータリーの大いなる変化」　
２．出　欠
　出席　２９名　　欠席　２７名　　出席率　５８．０％
　ビジター　７名
３． 来訪者（敬称略）
　白山石川ＲＣ　福田　裕
　金沢西ＲＣ　　古谷謙明　　三浦勝義
　みなとＲＣ　　鶴賀雄子　　尾崎知恵子
　百万石ＲＣ　　炭谷亮一　　岩倉舟伊智
４．幹事報告
　・金沢みなとＲＣ主催「佐藤宗幸　チャリティトーク＆コンサー  
　　ト」平成２３年９月２５日（日）１６時からＡＮＡクラウンプラザ
　　ホテル金沢にて
　・例会終了後、ＣＬＰ委員会開催
５．皆出席顕彰（敬称略）
　　１０ヶ年　　的場晴次
６．お誕生日祝い（敬称略）
　　　    　　         １日　　奥田久雄
　　　　７日　　岡田　進
　　　  １４日　　大聖寺谷敏
　　　  ２２日　　松田忠秋
７．ご結婚記念日祝い（敬称略）
                　  ６日　　多々俊和
８．ニコニコボックス
　ガバナー炭谷亮一君（金沢百万石ＲＣ）
　　　　　 お久しぶりです。本日ガバナー公式訪問させて頂きま

す。今後とも、宜しくご支援下さい。
　地区幹事　岩倉舟伊智君（金沢百万石ＲＣ）
　　　　　 ガバナー公式訪問に同行して参りました。久しぶりに

金沢北クラブの例会に参加できました。本年一年、宜
しくお願いします。

　ガバナー補佐　福田裕君（白山石川ＲＣ）
                    炭谷ガバナーのお伴をして、訪問さて頂きました。
　金沢みなとＲＣ　鶴賀雄子君
                    皆様のお越しを、心よりお待ち申し上げております。
　木下君、中村（芳）君、玉田君、奥田君、高畠君
　　　　　 炭谷ガバナー、福田ガバナー補佐、岩倉地区幹事をお

　第1806回例会　
　８月１１日（木）晴れ　12：30 ～ 13：30　      松魚亭

財団奨学生　棒田 恵くんよりメールが届きました。
ご紹介いたします。

　第1807回例会　
　８月１８日（木）晴れ　12：30 ～ 13：30　      松魚亭

１． 講　話
　金沢中央卸売市場　市場長　桶川秀志　氏
　「今、卸売市場では」
２．出　欠
　出席　３２名　　欠席　２０名　　出席率　６４．０％
　ビジター　２名
３． 来訪者（敬称略）
　茂　原ＲＣ　　酒井秀光
　香林坊ＲＣ　　池田義則
４．幹事報告
　・例会終了後、理事会開催
５．ニコニコボックス
　茂原ＲＣ　酒井秀光君
                    今日は宜しくお願いします。
　木下君、中村（芳）君
　　　　　 桶川様のお話を、楽しみにしています。
    松本君   　ソムリエの木村会員は、パティシエでもありました。美  
　　　　　味しいケーキを有難うございます。               　　　　　 
　　　　　                  　　　　　　合計６，０００円（累計１０６，０００円）

金沢の工芸① 春日山窯と青木木米

青磁如意　置物／青木木米　作（金沢卯辰山工芸工房　蔵品）

　今回御紹介する作品は、青木木米作の青磁如意置物です。

如意とは、僧が読経や説法の際などに手に持つ道具で、笏同

様に権威や威儀を正すために用いられるようになったものな

のですが、表記の通りこれは「置物」となっており実用品で

はなく、文人趣味から床・違い棚などに飾られるために造ら

れたものです。

　さて、では、春日山窯と木米との関わりはどうだったので

しょうか。

　青木木米（1767 ～ 1833）は京都生まれの陶工・文人画家

でした。木米という号は、生家である茶屋「木屋」の「木」と、

幼名「八十八」を合わせた「米」から由来しています。　　

他に九々鱗、百六散人、古器観、聾米（ろうべい・晩年耳

が聞こえなくなったことから）などの号があります。

　幼少のころから古器物の鑑識や書画の手ほどきをうけ、

中国趣味の流行の中で文人的教養を身につけました。30歳

のころ製陶を志し、倣中国陶磁の名手・奥田頴川に師事し

ましたが、書道・画筆の造詣の深かさにより、貴紳・硯学・

文人・雅客の交わりが多かったため僅か数年で高名を博し、

粟田口青蓮院宮や紀州大納言家の御用窯となりました。

　ちょうどそのころ加賀藩に窯業復興の気運がおこり、文

化 3年（1806）その指導者として金沢に招かれ卯辰山の

瓦焼窯で試焼を行い、翌文化 4年 4 月助工の本多貞吉を     

伴い改めて来沢、春日山春日神社（今の小坂神社）の参道右

側に築窯しました。これが春日山窯です。

　しかし、はやくも翌文化 5年 3月には藩の緊縮政策によ

り窯は民間に移り、それを機に木米はその冬に帰京してし

まったので、木米春日山の製品は藩営、民営あわせても数

えるほどの窯数しか出来なかったと思われます。

　木米が去った後は松田平四郎（現　尾張町の文房具店の

先祖）の個人経営になり、残留した本多貞吉を中心に木米

在沢の作に倣った諸品を作りました。

　またこの本多貞吉は、のちに若杉窯の中心人物として活

躍することになります。

　さらに若杉窯から吉田屋窯を始めとする再興九谷の各窯

が派生し、九谷焼というものが現代にまで引き継がれてい

ることを考えるとき、青木木米という人物が近代九谷復興

の先達の役目を担ったのだと言うべきでしょう。

                 　　　　　　　　　　　　　　　　　越田 和好

   理　事　会　報　告
  　　　　　  平成２３年８月１８日（木）出席者

◆審議事項
　①納涼例会決算報告の件　　承認
　②ＣＬＰ委員会報告
　③   金沢商工会議所建替えによる事務局移転の件
　　第一候補地：金沢市上堤町　上堤町ビル

迎えして。
   的場君     たかが１０年、されど１０年。長くもあり、短くもあり。

今後とも、宜しくお願いします。
   越田君、大場君
　　　　　私の所属する明大紫紺会主催で、８月２５日に明治大学
　　　　　マンドリンコンサートを開催します。それに伴い、金沢
　　　　　に東日本大震災より避難していらっしゃる方々を招待す
　　　　　ることになり、本日、金沢市長にチケットを委託して参
　　　　　りました。
　　　　　 　　　　　                      合計２５，０００円（累計１００，０００円）


